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函館市医療・介護連携推進協議会 令和４年度第１回会議 会議録 

 

 

■ 日 時 

令和４年１１月２９日（火）１９：００～２０：００ 

 

■ 場 所 

函館市役所８階 大会議室（東雲町４－１３）およびウェブ 

 

■ 議 事 

〇報告事項 

（１）令和３年度函館市医療・介護連携支援センターの業務報告について 

（２）函館市医療・介護連携支援センターの活動報告について 

 

■ 配布資料 

  １ 業務報告 

２ 医療・介護資源把握関係資料 

３ 情報共有ツール関係資料 

４ 相談統計 

５ 普及啓発活動一覧 

６ 研修関係資料 

７ 入退院支援関係資料 

８ 急変時対応関係資料 

当日配布 はこだて療養支援のしおり 

 

■ 出席顧問・委員（１５名） 

（対面参加） 

本間顧問，熊川顧問，久保田委員，渡部委員，佐藤委員 

（ウェブ参加） 

澤木顧問，氏家顧問，鈴木委員，水越委員，北村委員，岡田委員, 亀谷委員，阿部委員，

寺田委員，保坂委員 

 

■ 欠席顧問・委員（２名） 

常野委員，齋藤委員 

 

■ オブザーバー 

（対面参加） 

函館市医師会事務局，北斗市，七飯町，ほくと・ななえ医療・介護連携支援センター 

（ウェブ参加） 

函館歯科医師会事務局，函館薬剤師会事務局，渡島総合振興局 

 

■ 事務局 

（函館市） 
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氣田保健福祉部次長 

市立函館保健所）山田所長，扇谷次長 

地域包括ケア推進課）小棚木課長，岩島主査，石黒，根崎 

（函館市医療・介護連携支援センター） 

佐藤係長 

（函館市医師会病院） 

髙橋事務部長，加藤医療・介護連携課長 

 

■ 会議の内容 

 

小棚木地域包括ケア推進課長 

 地域包括ケア推進課長の小棚木でございます。ウェブ上で何名かまだ顔が見えていない方

がおりますが，欠席者自体については連絡をいただいている方が２名ということで，会が成

立いたしますので，早速会議の方を始めさせていただきたいと思いますが，よろしいでしょ

うか。（異議なし） 

それでは，ただいまから函館市医療・介護連携推進協議会の令和４年度第１回会議を開催

いたします。本日の会議は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から，会場とウェブによ

るハイブリッド開催とさせていただいております。ウェブでご参加の皆様，パソコンの接続

の状況は大丈夫でしょうか。ありがとうございます。ウェブ参加の皆様は，音声のミュート

は発言時に解除をお願いいたします。発言時には，画面上で分かりづらい場合があるため，

氏名を名乗っていただければと思います。今回，このハイブリッド開催が初めてとなります

ので，事務局の操作等で不慣れな点が多少出てくることも考えられますが，どうぞご協力を

よろしくお願いいたします。なお，前回の会議でも確認いたしておりますが，この会議は原

則公開により行いますので，ご了承をお願いいたします。 

次に，本日欠席されている方々の状況でございますけれども，地域包括支援センター連絡

協議会の常野委員，道南地区老人福祉施設協議会の齋藤委員，以上２名の方から欠席のご連

絡をいただいております。前段申し上げましたとおり，この会は成立しております。 

次に，前回の令和３年度第２回の会議録についてでございますが，事前に各委員の皆様に

ご確認をさせていただき，市のホームページ上で公開させていただいております。 

続きまして，本日の資料を確認させていただきます。事前に会議次第，資料１から資料８

－２までを送付しておりますが，本日お持ちでない方はいらっしゃいますでしょうか。もし

お持ちでない方がいらっしゃいましたら，挙手をと思いますが，大丈夫ですね。また，本日

机上には，名簿と座席表をお配りしております。また，事前にお配りした資料に，申し訳ご

ざいませんが差し替えがございます。差し替え用の資料３，および資料８－２を本日会場に

お越しの方にはお手元に置かせていただいております。お手数をおかけいたしますが，差し

替えをよろしくお願いいたします。 

続きまして，この会の事務局のメンバーに交代がございましたので，ご紹介をさせていた

だきます。保健福祉部長の佐藤でございます。佐藤の方からご挨拶を申し上げたいと思いま

す。 

 

佐藤座長 

 函館市保健福祉部長の佐藤でございます。本日は，皆様大変お忙しい中，ご出席をいただ

きまして，誠にありがとうございます。本協議会につきましては，本日から座長を務めさせ

ていただくこととなります。どうぞよろしくお願いいたします。 



3 

 

それでは，函館市医療・介護連携推進協議会の令和４年度第１回会議の開催にあたりまし

て，一言ご挨拶を申し上げます。本市におきましては，全国よりも相当程度早く，人口減少

や少子高齢化が進行しており，今年の１０月末で，６５歳以上の高齢者数は８９,８４７人，

高齢化率は３６．７％となっておりまして，２０２５（令和７）年には，３７．６％という

推計が出されてございます。高齢者の皆様は，慢性疾患による医療機関への受診が多いこと

や，複数の疾病にかかりやすい，あるいは要介護，認知症の発生率が高い，などの特徴を有

しておりまして，医療と介護の両方を必要とする方が数多くいらっしゃる状況でございます。 

医療・介護の連携につきましては，従来から検討され続けてきた重要な課題の１つですが，

本協議会では，地域の現状や課題を踏まえながら，今後の取り組みの方向性などにつきまし

て，活発なご議論をいただきたいと考えておりますので，ぜひ忌憚のないご意見を賜ります

ようお願い申し上げます。 

最後に，皆様方におかれましては，時節柄ご多忙のこととは存じますが，本日の会議の円

滑な運営につきまして，ご協力を賜りますようお願いを申し上げまして，私からのご挨拶と

させていただきます。本日は，よろしくお願いいたします。 

 

小棚木地域包括ケア推進課長 

続きまして，事務局では他にもメンバーの交代がございました。保健所次長の扇谷でござ

います。 

 

扇谷保健所次長 

保健所の扇谷でございます。よろしくお願いします。 

 

小棚木地域包括ケア推進課長 

続きまして，委員の交代もございましたので，私の方からまずお名前をご紹介させていた

だきます。函館市医師会の恩村前委員の後任として，函館市医師会の副会長に新たに就任さ

れました，久保田達也様にいらしていただいております。また，ウェブ参加ですが，函館地

域医療連携実務者協議会の世話人として，崎野前委員に代わり，亀谷博志様に再度のご就任

をいただいております。 

久保田様と亀谷様には，簡単で結構でございますが，自己紹介のご挨拶をいただければと

存じます。久保田様，よろしくお願いいたします。 

 

久保田委員 

医師会の久保田と申します。不慣れですが，どうぞよろしくお願いいたします。 

 

小棚木地域包括ケア推進課長 

 久保田様，ありがとうございました。続きまして，亀谷様，よろしくお願いいたします。 

 

亀谷委員 

函館中央病院の亀谷です。以前も参加させていただいたのですが，崎野さんに異動があり

ましたので，また改めて参加させていただくことになりました。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

小棚木地域包括ケア推進課長 

亀谷委員ありがとうございました。 
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本日の会議の議事の進行につきましては，皆様の特段のご配慮とご協力を改めてお願いで

きればと存じます。 

それでは，会議を進めさせていただきます。進行は，佐藤部長にお願いをいたします。 

 

佐藤座長 

 はい。それでは，次第に従いまして，議事を進めて参りたいと思います。ちょっと聞

き取りづらいというお声がチャットに入っておりますけれども，大丈夫でしょうか。（異

議なし） 

それでは，このまま続けさせていただきます。 

 まず，本日の議事でございますが，報告事項が２点ございます。初めに，報告事項（１）

「令和３年度函館市医療・介護連携支援センターの業務報告について」を，事務局から

ご説明願います。 

 

小棚木地域包括ケア推進課長 

 ※資料１に基づいて説明 

 

佐藤座長 

ありがとうございました。事務局から説明がございました，報告事項（1）につきま

して，委員等の皆様からご発言がございましたら，よろしくお願いいたします。ウェブ

参加の方は，挙手のボタンを押していただければ，ご指名させていただきます。ご発言・

ご意見等ございませんでしょうか。（なし） 

それでは，最後の総括でまたご発言の機会もございますので，次の報告事項に参りた

いと思います。続きまして，報告事項の（２）「函館市医療・介護連携支援センターの

活動報告について」，一括してセンターの方からご説明をお願いいたします。 

 

佐藤係長（函館市医療・介護連携支援センター） 

 ※資料２ 医療・介護資源把握関係資料 

資料３ 情報共有ツール関係資料 

資料４－１～２ 相談統計 

資料５ 普及啓発活動一覧 

資料６－１～３ 研修関係資料 

資料７ 入退院支援関係資料 

資料８－１～２ 急変時対応関係資料 

以上の資料に基づいて説明 

 

佐藤座長 

ありがとうございました。医療・介護連携支援センターからの活動内容のご報告でご

ざいました。 

それでは，皆様から報告事項（２）につきまして，ご質問・ご意見等がございました

らお知らせください。よろしくお願いいたします。 

 

本間顧問 

 いいですか。 
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佐藤座長 

 では，本間顧問お願いいたします。 

 

本間顧問 

 本間です。ただいまのサマリーの活用についてですが，昨日も地域医療構想の代表者

会議があり，その中で二次医療圏の話がありました。昨日は郡部における介護の必要性

というものをおっしゃられた先生がいて，郡部でも介護が大事だというお話が出てきま

した。我々のこの会では，サマリーの普及活動をしているということで，非常に良いも

のですが，まだ完全に道南全域に広がっているわけではないですし，やはりもっと進め

ていくことと，特に郡部に行きますと施設がないわけですよね。施設がないので，在宅

で介護をしながら診ていくということが非常に大きな要因になってきている。そこで，

出張して在宅介護をできるような形がとれれば，もっとよくなるのかなと，昨日は感じ

ました。そして，我々がやっているこの活動を，保坂委員などはよくやっていらっしゃ

ると思いますけど，こういうことを郡部の在宅に向けても進めていく。我々も学校を作

りましたが，まだ卒業生を出しておりませんので，ОＴ・ＰＴ等がもし介護において必

要であれば，訪問介護をする上での人数としてどんどんこれからも取り入れてですね。

そうして広げていくということが，大切なのかなと思ったのがまず１点です。 

 それからもう１つ，最後の方のお話ですけれど，オーバーナイトをできるだけさせて

いただくということで，急変時対応の最初の頃の部会で色々話が出て，一通りオーバー

ナイトをさせていただくということになっていたと思います。ただ，やはり昨今のコロ

ナの影響もあったり，各病院の院長が代わるということがあったりして，この医療・介

護連携でのオーバーナイトの対応というのが，必ずしも守られていないというのが先ほ

どのデータだったと思います。これもやはり，オーバーナイトをできるだけさせていた

だくような形で，もう一度構築していくということが必要だなという風に感じました。 

また，患者を送る側も勉強会を通して，本当に救急車を呼んで二次救急病院まで連れ

ていく必要があるかどうか等，そういう勉強会も今までにも何度かやっていますけれど

も，その辺りの勉強もお互いにしていって，すぐに帰されて大丈夫そうな人はできるだ

け連れて行かないような形とかですね。そういうことが現実に行われるようになればい

いなと思っていました。以上です。 

 

佐藤座長 

 本間顧問ありがとうございました。サマリーの活用を含めた地域における医療と介護

の連携のあり方や，病院での夜間等のオーバーナイト対応についてのご意見でございま

した。この件に関しまして，何か他にご発言ございましたら，お知らせください。 

 それでは保坂委員，お願いいたします。 

 

保坂委員 

 はい。本間会長のおっしゃること，すごく分かりやすくてよかったですけど，ちょっ

と１点だけ気になることがあります。情報共有ツールを皆さんに使っていただきたいと

いうことで，一生懸命ツール部会でサマリーを作り，退院支援の人達と連携してサマリ

ーを使っての研修会をやってきましたが，コロナでそこが頓挫している状況ですよね。

その中で何が起きているかというと，「連携」ということを念頭に入れていないワーカ

ーさん，退院支援のナースさんがいらっしゃるっていうのが，このコロナ禍ではっきり

見えてきているというのが事実です。私達在宅側は，患者さんが入院したら 1週間以内
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に病院にサマリーを送っています。ですので，退院して患者さんが帰ってくる時は，や

はり手紙ですから，手紙を返してくださいよと。それすらもなされないことがあります。

この前は「必要なんですか」とまで言われました。「必要じゃないんですか」って言い

返しましたけどね。そういう現実がまだあるっていうことを，なんとかしなければいけ

ないと思います。 

サマリーや退院支援のしおり等をたくさん作っても，結局棚の上にあげられているよ

うだったらどうしようもない。私達は，根底に連携があって動いているので，切れ目の

ないというなら切れ目のないようにしようよ，というところを，再度周知していかなけ

ればいけないのかなと思います。未だに，「必要なんですか」と問う病院のワーカーさ

んがいらっしゃるというのは，結構情けないかなと思います。どうにかしていかなけれ

ばと思ったので，センター含めて，今後の方向性を考えなければならないのかなと思い

ました。以上です。 

 

本間顧問 

 保坂委員ありがとうございます。これはやはり，研修会を重ねていくしかないのだろ

うと思います。特に，郡部に行っての研修会というのがすごく大事かなと思います。函

館でも，近隣の北斗市と七飯町は医師会病院の中に人も出していただいて，連携してい

く姿勢を見せてくれていますけど，木古内とか知内とかの方面ですよね。そちらの方面

での研修会も，回数を重ねていくしかないのではと思っています。 

昨日，介護が必要だというお話をされた先生は，渡島医師会の光銭会長でした。光銭

会長もそちらの方面でお仕事されていますので，その辺りの地域での医療・介護連携が

うまくいくともっといいのかなと。我々のようにサマリーを広めていこうとしている立

場としては，現物を持って行き，研修会を重ねてやる。それに尽きると思います。です

から，今後また，保坂委員の出番が増えると思いますので，よろしくお願いします。 

 

佐藤座長 

 本間顧問ありがとうございました。本件に関わって何か他にご発言ありましたら，ど

うぞお願いいたします。 

それでは阿部委員お願いいたします。 

 

阿部委員 

 はい。今保坂さんからソーシャルワーカーについてのお話があったので，ワーカー協

会としても，お話をしなければと思っております。 

実際のところ，協会としてサマリーのような情報共有ツールを推奨していく場は確か

にあまりなかったです。もちろん，協会に入っていないソーシャルワーカーもいますの

で，病院独自それぞれというのが現状で，全体を統一させていくというのはなかなか難

しいようには感じております。あとは，個人差の問題も非常にあると思うので，できる

限り全体を底上げしていきたいとは思っております。そのためには，まずは近場から声

がけしていくところからと考えています。以上です。 

 

保坂委員 

 基本的に私達は看護師ですから，看看連携っていうのが一番大事だと思っています。

ＭＳＷさんから「必要なんですか」と言われたけれども，では看護師さんはどう思って

いるの？というところが，私は聞きたいんですよね。そこは北村委員，よろしくお願い
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します。 

 

北村委員 

 私達もまだツールを活用していないというところは時々あるかなと思いつつ，何らか

の形で返していると思っていました。しかし，そうじゃないところもあるんですね。気

をつけるように，支部の方でもお話させていただきたいと思います。以上です。 

 

保坂委員 

 私は，繋がるということを皆さんがもっと重要視していただければ一番いいかなと思

っています。繋がるためのツールとして，サマリーや退院支援ガイドがありますよとい

う。ツールによってうまく補強していき，苦しまないで繋がるということを考えていけ

れば一番いいのかなと思っていますので，よろしくお願いします。 

 

佐藤座長 

ありがとうございました。医療・介護連携の現場における課題についてのお話という

ことで，この場はそういった問題を共有するいい機会でございますので，今のお話を受

けまして，これからもスムーズな連携が図られるような形で運営をしてまいりたいと考

えております。 

 その他，ご質問・ご意見等はございますか。 

 

本間顧問 

 ちょっと関連したことなのですが，我々のような者だけでの色々な研修会も大事です

けれど，特に今言ったような郡部にどんどん広げていくというか，理解を得るためには，

当然研修会を開催する側としてはやはり，行政の取り込みといいますか，行政サイドか

らこういう研修会を開いていただくというようなことが，結構いいのではないかなと私

は思っています。 

ですから，函館市の方から例えば木古内町とか，福島町や松前町というような，そち

らの方とも研修会のような場を設けるように進めていただくとかですね，そういうこと

も意外といいのではないかと考えました。 

 

佐藤座長 

 ありがとうございます。行政からの働きかけということで，今後研修の企画にあたっ

ては，我々もご相談させていただきながら一緒に進めさせていただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

 それでは他に，ご質問・ご意見等はございますか。 

 

氏家顧問 

 函館市病院局長の氏家ですけれども，よろしいでしょうか。 

 

佐藤座長 

 はい。よろしくお願いいたします。 

 

氏家顧問 

 非常に良い医療・介護の連携をやられておりますが，病院管理者に対しての普及はど
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うなっているか教えていただけますか。 

 

佐藤座長 

 ただいま，氏家顧問の方から，病院管理者に対する研修等の取り組みについてのお尋

ねがありました。これについて，事務局の方で何かお答えできる内容はございますか。 

 

佐藤係長（函館市医療・介護連携支援センター） 

 はい，ありがとうございます。病院管理者というと，例えば院長先生とか，そういっ

たところで考えてよろしいですか。 

 

氏家顧問 

 そうです。非常に大事なことなので，病院全体がそのような動きにならないといけな

いわけですが，おそらく病院長の先生達も，十分分かっていない人がいると思うんです

ね。ソーシャルワーカーの方とか，そこに関係している看護師さん達は分かっているの

かもしれないけれど，それらを病院全体で勉強していかないと，非常に良いものを作っ

ても使われないのではないかと思うんです。 

私もこの会議に出ているので，こういうサマリーを作って色々活動しているというこ

とを分かっておりますが，多くの開業の先生も含めて，病院長の先生方には，もしかし

たらあまり知られていないのではないかという気がしているんですけれども。これにつ

いては，本間会長どうでしょう。 

 

本間顧問 

 はい。先生がおっしゃることは当然だと思います。コロナが始まる前，過去に何度か

多職種の研修会をやっていく中で，今先生がおっしゃったような病院に勤務する看護師

さん方と，そうでない，特に訪問看護等をやっている看護師さんとの間での意見の食い

違いというのが結構見られたんですね。これが非常に有意義でして，やはり大きな病院

に勤務している看護師さん方は，なかなかこの介護の世界のことを理解されていないこ

とが結構多いですから。日常的に急性期の患者さんばかりを診ていると，なかなかそち

らの方まで頭がまわらないですとか。同じ看護師さんでも，勤務環境が違うと考え方も

違いますので，その辺はやはり市内の多職種研修会等を利用して，そういうことをあえ

てテーマに持っていって意見を交わすことで，少しずつ浸透させて理解を深めていくし

かないような気がします。看護師に限らず，ソーシャルワーカーさんもそうですし，多

職種研修会を大規模な形でやることがすごく大切なのかなと。それはここ２年半，３年

近く，コロナでできない状況になっていたというのが，ちょっと遅れをとっているかな

という風には考えます。 

 先ほど私がお話をした，急性期・急変時対応においても，最初の頃は市立病院の院長

先生も現在とは別の先生でしたし，そういうところも再確認をしながら，今後もやって

いかなければいけないだろうという風に考えています。 

 

氏家顧問 

 たぶんですね，現在の人口減少や高齢化のことを考える時に，急性期病院でも，運ば

れてくる救急患者の多くは介護施設だとか，先ほども例に出ていたような高齢夫婦の方

とか，そういうところから来る患者さんが圧倒的に多くなっていくと思うんですね。そ

こで，オーバーナイトをさせないと大変だとか，そういうことを救急科の医者だとかが
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理解していないことがあるんじゃないかと思うんですよね。そのあたりを，やっぱり普

及していかなければいけないのかなという風に，お話を聞いて感じました。以上です。 

 

本間顧問 

 おっしゃる通りだと思います。我々サイドでも，そういうことを再確認するというよ

うな場を設けていこうという風に考えています。 

 

佐藤座長 

 ありがとうございます。いわゆる理解度といいますか，そういった取り組みに対する

理解を深めるための，色々な検討の必要性ということで，様々なご意見を頂戴いたしま

した。本件について，もし何か他にご発言があればお受けいたします。（なし） 

これから，医療・介護連携支援センターの方ともそのあたりの課題も含めて協議をさ

せていただき，今後の取り組みに反映させるようにしてまいりたいと考えております。

どうもありがとうございます。 

その他，ご発言等ございましたら，お願いいたします。（なし） 

それでは，以上で本日用意した議題については全て終了となります。最後に，その他

といたしまして，全体を通じてでも結構ですので，何かご発言等がございましたら，お

知らせください。よろしくお願いいたします。（なし） 

よろしいでしょうか。ありがとうございます。それでは，事務局から何かございまし

たら，お願いします。 

 

小棚木地域包括ケア推進課長 

 はい。次回の協議会についてでございますが，センターの取り組みの進捗状況を確認

しつつ，改めて日程等を各委員にお伺いして，３月頃に開催しようと考えておりますの

で，ご了承願いたいと思います。以上です。 

 

佐藤座長 

 はい。次回の開催時期についてのご連絡がございました。よろしくお願いいたします。

それでは，本日，新型コロナなどもかなり感染者が出ている中で，色々各分野でご対応

いただいております中，誠にありがとうございました。 

それでは以上をもちまして，函館市医療・介護連携推進協議会の令和４年度第１回会

議を終了したいと思います。それでは，ウェブの方は順次ご退場していただいて結構で

すので，よろしくお願いいたします。本日は，皆様どうもありがとうございました。お

疲れさまでした。 


